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目的

低炭素社会実現のため、走行中に排ガ
スを出さない電動車両の普及を促進す
る必要がある。

本事業は運送事業者等による電動2輪
車の利用を通じてその信頼性を実証す
ると共にこの成果を広報することにより、
電動2輪車の普及に向けた下地を作る
ことを目的としたものである。



実証試験概要



実証試験概要

電動２輪車普及を促進する目的として運送事業
者に利用してもらい、その信頼性をした。

今回の事業では東京アールアンドデーが２００３
年に製造した電動２輪車を再度製造し、また本
来事業向けではない車両であった為、実務側で
は多少の戸惑いもあったと考えられるが、事業
の趣旨を理解し概ね順調に利用された。

今後の課題は専用設計による更なる利便性向
上、車両の低価格化などが考えられる。



実証試験協力会社及び車両配置場所

–郵便事業株式会社

• 東京５支店、神奈川４支店

–佐川急便株式会社 関東支社

• 東京１２店舗、神奈川７店舗



実際の車両配置場所



実際の車両配置場所

工程を説明した文書、またはその他の関連文書が保存されている場所
や、それぞれの担当者の一覧



車両概要

詳細なスケジュール、またはその他の関連文書が保存されている場所
や、それぞれの担当者の一覧

12 月



車両外観

– 郵便事業株式会社仕様



車両外観
– 佐川急便株式会社 関東支社仕様



車両外観
• 各車両には環境省の事業であることを示すために
ステッカーを貼付



車両外観

– ステッカー貼付位置



使用毎に運行記録の記入を実施



実証試験結果



–各車両毎の走行実績



–各車両毎の走行実績



アンケート結果

– 運行記録簿の「その他気がついた点」欄に記
載されていた内容と実証試験終了後、佐川急
便にて独自に行ったアンケート資料を集計し
た。



アンケート結果要約

– 肯定的意見

• 力がある（急な坂道を登れる）

• 静か

• ガソリン車と比較して性能に遜色無い。



アンケート要約

– 否定的意見

• 重い

• １充電で走行出来る距離が短い

• 荷物が少量しか積めない

• 炎天下でバッテリーの消耗が速い

• バッテリー残量計がアバウト



電動２輪車に対するイメージ要約

• 「排ガスがゼロ」、クリーン

• 静か

• 価格が高い

• 静か過ぎて危ない

• １充電での走行距離が短い



電動２輪車の課題

– １充電での走行距離が短い

– 静か過ぎて危険

– 高価

– 重い



実証試験考察

電動２輪車は現状、短距離利用に限定す
れば十分実用に耐え、環境的優位。

• アンケート結果からも電動２輪車の優位性が明白

都市部でのアピール効果大であった。



普及に向けた提言

１充電走行距離の延伸

– 現在のニッケル水素電池からリチウムイオン
電池へ移行することで改善される。

– リチウムイオン電池は重量比でニッケル水素
電池に対して１．５倍から２倍程度のエネル
ギーがあり同じ重量ならば１充電当たりの走
行距離が１．５倍から２倍程度伸びる可能性
があり利便性向上の期待が大きい。



リチウムイオン電池搭載試作車の性能

同等重量でエネルギー量倍増
実用航続距離：50km以上
走行直後の充電の問題も解決
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